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1. 初めに 

液体微粒子は内燃機関、機械工作、噴霧冷却の分野で重要であり、固体微粒子は近年 PM2.5 観測等

の分野で注目されており微粒子粒径計測は重要な技術である。従来のレーザー光回折粒径計測法は効

率的な測定であるが、in situ観測ができなかった。すなわち微粒子が存在する場所で粒径測定できず、

微粒子を採取し測定装置に運ぶ必要があった。こうした欠点克服を目指し、コンパクトな測定システ

ムを試作した結果を報告した。[1] 今回は、測定システムの光検出の方法を改良し測定精度を向上さ

せた微粒子粒径測定システムを用いて水微粒子の測定を行ったことについて報告する。 

2. レーザー回折法による粒径測定の原理 

半径 r の微粒子に波長λのレーザー光を入射し角度θ方向に回折される光強度 S()
2は、
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と表され、
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𝑠𝑖𝑛𝜃 = 5.14, 8.42の時 1st peak, 2nd peak ができる。今回は自動測定のためイメージセンサ

ーを使い、光強度 peak位置を測定し上式にフィッティングすることによりｒを求めた。 

3. イベント相関イメージング法[1] 

イベント相関イメージング法は、微弱な回折光を含んだイベント画像と回折前の基準画像を比較し

回折光のみを抽出することで、微弱な回折光のみを抽出することを可能とする手法である。 

4. 測定結果と考察 

密閉した箱の中に霧を充満させ、箱内の霧の粒

径を回折像の 1st peak, 2nd peakから画像処理を行

って毎秒 5~6 枚の速さで求めた(右図)。両者の粒

径が一致している。時間の経過とともに粒径

2r=7~13µm 間で指数関数的に増加することが分

かった。この結果は佐藤らの研究[2]による大規模

数値計算の結果と同じ傾向を示す。 
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